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新学習指導要領対応　小学校外国語活動教材
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　Let’s Try! 1  も く じ

　　
 ………………………………………………………………………………………………… 4

Hello!  
あいさつをして友だちになろう
Hello. ／ Hi. ／ I’m （Hinata）. ／ Goodbye. ／ See you.

　　
 ………………………………………………………………………………………………… 8

How are you?
ごきげんいかが？
How are you? ／ I’m （happy）.

　　
 ……………………………………………………………………………………………… 12

How many? 
数えてあそぼう
How many （apples）? ／ （Ten） （apples）. ／ Yes. ／ That’s right. ／ No. ／ Sorry.

　　
 ……………………………………………………………………………………………… 16

I like blue.
すきなものをつたえよう
I like （blue）. ／ Do you like （blue）? ／ Yes, I do. / No, I don’t. ／ I don’t like （blue）.
 

　　
 ……………………………………………………………………………………………… 20

What do you like?
何がすき？
What do you like? ／ I like （tennis）. ／ What （sport） do you like? ／ I like （soccer）.
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 ……………………………………………………………………………………………… 24

ALPHABET
アルファベットとなかよし
（The “A” card）, please. ／ Here you are. ／ Thank you. ／ You’re welcome.

　　
 ……………………………………………………………………………………………… 28

This is for you.
カードをおくろう
What do you want? ／ （A star）, please. ／ Here you are. ／ This is for you. ／ Thank 
you. ／ You’re welcome.

　　
 ……………………………………………………………………………………………… 32

What’s this?
これなあに？
What’s this? ／ Hint, please. ／ It’s （a fruit）. ／ It’s （green）. ／ It’s （a melon）. ／ 
That’s right.

　　
 ……………………………………………………………………………………………… 36

Who are you?
きみはだれ？
Are you （a dog）? ／ Yes, I am. / No, I’m not. ／ Who are you? ／ I’m （a dog）. ／ Who 
am I? ／ Hint, please.
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単元には，Let’s Listen / Watch and Think / Play / Chant / Sing, Activityが設定されてい
ます。それらは主に，児童に言語や文化についての気付きを促したり，設定された言語材料
の意味を推測したり慣れ親しんだりすることをねらいとしています。Activityは，既習表現な
どを使って，児童が友達とコミュニケーションを図ることをねらいとしています。なお，こ
こで扱われているワークシートは，全て文部科学省ホームページに掲載されています。

該当のページに入りきらなかった解説を，やむを得ず別のページに掲載する場合には，授業
中に使用する際の視認性を高めるため，通常の赤い見出しに対して，黒い見出しで掲載して
います。

　本 書 の 使 い 方
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単元目標（５時間）
・日本語と英語の音声の違いに気付き，
形の言い方や，欲しいものを尋ねた
り答えたりする表現に慣れ親しむ。
・欲しいものを尋ねたり答えたりして
伝え合う。
・相手に伝わるように工夫しながら，
自分の作品を紹介しようとする。

言語材料
○What do you want?  （A star）, 

please.  Here you are.  This is for 
you.  Thank you.  You’re welcome. 
○want, this, a, for, 状態・気持ち （big, 

small）, 形 （square, rectangle, star, 
diamond）,  bus,  f lower,  shop, 
balloon, house, car, candy, 動物 
（dog, cat, panda, mouse, bear）
［既出］ I like （blue）.  Do you like 

（blue）?  Yes, I do. / No, I don’t.  
I don’t like （blue）.  What 
（sport） do you like?  How 
many （apples）?  形, 色, 数 （1
～30）, tree

このUnitで学習すること

いろいろな形を集めて作ったカードを贈 
る。

　児童は，これまでの単元を通して，色や
数，果物・野菜，身の回りの物などの語とと
もに，挨拶や好みを伝える表現に慣れ親しん
できている。本単元では，まず，さまざまな
形を表す語や何が欲しいかを尋ねたり答えた
りする表現に出会う。次いで，それらの語や
表現などを使いながら誰かに贈るためのカー
ドを作り，紹介し合う。特に，相手意識・目
的意識を大切にしたい単元である。
　単元の最終活動に向けて，第１時には，形
を表す語に出会うとともに日本語と英語の音
声の違いに気付き，デジタル教材により世界
のさまざまなカードについて知る。第２時と

受けて，That’s right!  This is a triangle.
のように英語に言い換え，形の言い方に出
会わせる。そのあと，シルエットを見て，
それが何かを予想させながら，児童の興味
を惹いてクイズを進めたい。児童の多様な
予想も大切にし，認めるようにする。
　二つ目は，さまざまな形の後ろに隠れて
いる動物が何かを当てるクイズ。児童に開
けたい形を言わせ，指導者がクリックする
と，後ろのものが徐々に見えるという仕組
みになっている。この時点では，児童はま
だ形を英語で言えないと思われる。児童が
日本語で言った形を，指導者はOh, a 
heart?などと英語で言い返すとよい。そ
れを繰り返すことで，児童は語句を何度も
聞くことになり，形とその音声が結び付い
ていくことが期待できる。
　また，二つ目の活動では，児童にとって
はたいへん身近な動物を扱っているので，
興味が高まると思われる。その際，これま
でに親しんできた表現を使って，I like 
dogs.  Do you like dogs?などと児童に尋
ねるなど，やり取りしながら進めたい。

Let’s Play ２

音声を聞き，聞いた形をさし示す。

　まず，誌面の中にどんな形がいくつ隠れ
ているかなどを児童に尋ね，確認するとよ
い。 
　デジタル教材や指導者が言った音声を聞
いて，児童がその形を探し，指でさし示す
活動。何度も繰り返し音声を聞かせ慣れ親
しませることがねらい。
　一人で行ったり，ペアで行ったりして活
動形態に変化を付けることで，児童の意欲
も高まる。また，ペアの活動では，多様な
方法（協力，競争，指残しなど）で楽しく
活動させながら表現に慣れ親しませるよう
にしたい。
　慣れてきたら，児童に指導者役をさせる
と意欲も一層高まる。

（Let’s Chantの解説は27ページに掲載）

Let’s Chant：What do you want?
What do you want?  A red triangle, please.
What do you want?  A pink square, please.
Wow!  A house.

What do you want?  A blue rectangle, please.
What do you want?  A black circle, please.
What do you want?  A black circle, please.
Wow!  A car.

What do you want?  A yellow circle, please.
What do you want?  A green triangle, please.
What do you want?  A green triangle, please.
Wow!  A candy.

第３時では，形を表す語や欲しいものを尋ねたり答え
たりする表現に慣れ親しみ，第４時には好きな形を集
めてカードを作成，第５時で，作成したカードを紹介
し合う流れとなる。また，本単元には，語や表現に慣
れ親しむための多様な活動が設定されている。繰り返
し聞いたり言ったりすることを通して児童の自信や意
欲を育み，ゴールとなる活動へ向かわせたい。

Let’s Play １

デジタル教材を活用して，さまざまなシルエットを見
てそれが何かを当てたり，さまざまな形の窓を開けて
後ろに隠れているものが何かを当てたりする。

　デジタル教材には，２種類のクイズがある。一つ
目は，シェイプ・クイズである。真っ黒のシルエッ
ト（円，三角，四角など）を見て，それが何かを当
てるクイズ。指導者は，まずWhat shape is this?と
尋ねる。日本語で「shapeは，『形』ですよ」などと
訳さなくても，シルエットをさし，尋ねるジェスチ
ャーをするだけで児童は理解し，おそらく「三角！」
などと日本語で言うと思われる。指導者は，それを
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Activity

Let’s
Listen

●だれにどんなグリーティングカードを作り，何をつたえたいかを書こう。

だれに どんなグリーティングカード つたえたいこと

This is for you. Thank you!

1 2 3

28

Let’s Watch
and Think 

Let’s Watch and Think

デジタル教材を視聴し，世界にはさまざま
なグリーティングカードがあることを知る。

　映像を視聴することにより，さまざまな
国には，それぞれの文化や習慣があること
に気付かせたい。ただカードを紹介するの
ではなく，そのカードが使われる場面や状
況，それがもつ意味などについても児童の
気付きを促すようにする。体裁や渡す状況
が違っても， どのカードも「相手のことを
思って，自分の心を伝えるためのものであ
る」ことに児童が気付くことで，最終活動
が豊かになる。指導者は，そうしたねらい
を明確にもち，映像を見せたい。

Let’s Listen

欲しい形をやり取りする音声を聞き，誰が
どの作品を作ったのかを考えて線で結ぶ。

　会話の中では，最終活動 Activityで使
用するWhat do you want?  ～, please.  
How many?などの表現が何度も繰り返し
使われており，音声を聞きながら表現に慣
れ親しむことが期待できる。
　音声を聞かせる前に，どの作品には，ど
んな形がいくつ必要かなどについて児童に
考えさせ，集中して主体的に聞けるような
工夫をしたい。
　途中で音声を止めながら線を結ばせた
り，全ての音声を聞き終えてから線を結ば
せたり，さまざまな方法が考えられるが，
児童の様子をよく観察し，実態に合わせた
活動方法を選択したい。

Activity

いろいろな色の形を集め，プレゼントする
グリーティングカードを作る。

　まず，指導者がモデルを示したい 。
ALTや校内の教員等に自分の気持ちを伝
えるためのカードを作り，それを児童に見
せ，意欲付けを図りたい。
　まず，誰にどんな気持ちを伝えたいかを
児童に考えさせる。対象を友達に限定する
場合は，学級の中で，さみしい思いをする

児童がでないよう十分配慮したい。
　指導者は，児童が使用する数をあらかじ
め想定し準備をしておく。同じ形でも色を
替えて数種類準備することで，児童の発想
は広がり，活動への意欲が高まるであろう。
　活動は，お店屋さんごっこの要領で行
う。形をもらう側と渡す側に分かれ，前半
後半で役割を交代するとよい。さらに学級
の人数や実態に応じて，活動形態も工夫す
るとよい。活動を行う際，十分に表現が言
えなくても，指導者がサポートをしなが
ら，英語を使おうとする姿勢や コミュニ
ケーションを図ろうとする態度を認め，し
っかり賞賛するようにしたい。
　ワークシートを使用するだけでなく，指
導者が用意したオリジナルの台紙を使うな
ど，児童の意欲が高まるような工夫をした
い。また，贈る人に向けてのメッセージな
ども書かせてもよい。さらに，これまでの
単元でアルファベットの大文字にも親しん
できていることから，大文字カードを使っ
て「THANK YOU」などのメッセージや
相手の名前の頭文字を貼るのも楽しい。３
年生の実態を考えると日本語で，言葉を添
えるなどするとよい。そうすることで，よ
りメッセージ性が高まる。 
　作品を贈る際のThis is for you.  Thank 
you.などは，あらかじめ指導者がモデル
を示し，活動前に触れておくとよい。
　できた作品を贈る前に，教室掲示にする
などして，学級全体で共有するのもよい。

Let’s Watch and Think
①  This is for you.  Merry Christmas!
②  This is for you.  Happy Birthday.
③  This is for you.  Happy Valentine’s Day.
④  Thank you, Graham sensei.  This is for you.
　 Ah, so nice.  My treasure.
⑤  What’s this? 
　  It’s a nengajo, Japanese New Year’s Card, 

from Ren in Kyoto.  Look, this is Ren.

Let’s Listen
1 先生：What do you want, Sayo?
　 さよ：Black stars, please.
　 先生：How many?
　 さよ：Two, please.
　 先生：OK!  What do you want?
　 さよ：A big red circle, please.  
　 先生：OK!  What do you want?
　 さよ：A blue rectangle, please.

　 先生：Here you are.
　 さよ：Thank you.
2  先生：What do you want, Takeru?
　 たける：Small pink hearts, please.
　 先生：How many?
　 たける：Eight, please.
　 先生：OK!  What do you want?
　 たける： Green triangles, please.
　 先生：How many?
　 たける：Four, please.
　 先生：OK!  What do you want?
　 たける：Two brown rectangles, please.
　 先生：Here you are.
　 たける：Thank you.
3 先生：What do you want, Emily?
　 エミリー：A big yellow star, please.
　 先生：OK!  What do you want?
　 エミリー：Nine green triangles, please.
　 先生：OK!  What do you want?
　 エミリー：A brown square, please.
　 先生：Here you are.
　 エミリー：Thank you.

スクリプト

指導者の表現例

How many triangles do you want?

（三角形をいくつ欲しいですか。）

（三角形を見つけられるかな。）
Whose card is this?

（これは誰のカードかな。）
How many triangles can you see in this 

picture?（この絵の中には三角形が何個見え
ますか。）

主にActivityで使う表現例を紹介
しています。

③
②

④

⑤

①

30 31

学習指導要領で示された，教育課程全体を通して育成を目指す資
質・能力の三つの柱に沿った各単元の目標と，関連する主な言語
材料を記しています。下線は，新出の表現を示しています。

各単元の特徴やねらい，指導上の留意点を
解説しています。単元に入る前に読むこと
で，その学習内容の全体像を理解すること
ができます。

各活動のねらいや内容，指導上の留意点に
ついて記載しています。授業の準備などに
活用ください。

Let’s Try! ❶ の誌面です。児童が実
際に書き込んだり，これをもとに活動
を行ったりします。

各単元で指導者が使える表現例です。
活動に合わせて使ってみましょう。記
載されているＱＲコードを読み込むこ
とで，音声を聞くこともできます。

付属のデジタル教材に収録されている音声のス
クリプトを記しています。主として，Let’s 
Listen / Watch and Think / Chant / Singで
す。

注 意 点

2 3
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・世界にはさまざまな言語があること
に気付くとともに，挨拶や名前の言
い方に慣れ親しむ。

・名前を言って挨拶をし合う。
・相手に伝わるように工夫しながら，
名前を言って挨拶を交わそうとする。

言語材料
○Hello.  Hi.  I’m （Hinata）.  

Goodbye.  See you.
○挨拶 （hello, hi, goodbye, see you）, 

friend, I, am

このUnitで学習すること

世界の挨拶を知り，名前を伝え合う。

　３年生といえば，低学年にはなかった理科
や社会科の学習が始まり，習字やリコーダー
演奏など新しい活動も増え，新たな気持ちで
学習に取り組める時期でもある。とりわけ，
母語以外の言葉と初めて出会う「外国語活
動」の時間は，好奇心旺盛な３年生の児童に
とって，たいへん興味深く心躍るものであろ
う。特に，小学校外国語教育のスタートとな
る本単元は，今後の活動を大きく左右する重
要な意味をもつ。「外国語」との初めての出
会いを，児童にとって楽しく，心に残る印象
的なものにしたい。
　児童は，まず，映像を通して世界のさまざ
まな国の様子や言語に触れる。３年生という
発達段階を考えると，自分たちを取り巻く世
界がまだまだ身近な地域にとどまる傾向にあ
る。そこで，活動を通して，世界にはたくさ
んの国があり，さまざまな人がいてそれぞれ
の生活を営んでいることに体験的に気付か
せ，自分たちも同じ地球に住む一員であるこ
とを感じ取らせたい。また，英語が多くの国
で話されていることやその有用性に気付くこ
とにより，今後の外国語活動への意欲が高ま
ることも期待したい。
　本単元では，挨拶をして自分の名前を伝え

合うことが主な活動となる。活動を通して，
一人一人にはさまざまな思いを込めて付けら
れた名前があり，互いがかけがえのない大切
な存在であることを感じ取らせたい。さらに
は，人と関わり，挨拶を交わすことの楽しさ
も実感させ，学級のよりよい仲間づくりにつ
なげたい。

Let’s Watch and Think

世界のいろいろな国の挨拶を聞く。

　自分を取り巻く世界の認識が身近な地域
にとどまる３年生の発達段階を考えると，
海外の国や地域，その文化などについて具
体的なイメージをもつことは難しいと考え
られる。デジタル教材などを活用して体験
的に出会うことにより，外国の言語や文化
に興味・関心をもつきっかけとしたい。
　世界の挨拶を音声で聞かせ，世界にはさ
まざまな言語があることに気付かせる。ど
のような挨拶か，児童に実際に聞こえた通
りに言わせてみるとよい。それぞれに聞こ
え方が違うことも，児童には興味深いと思
われる。
　映像に映る各国の特徴的な風景や生活の
様子などと日本との違いや共通点を考えさ
せるとよい。世界にはたくさんの国があ
り，さまざまな人がいて，それぞれの生活
を営んでいることを知るとともに，自分た
ちも同じ地球に住む一員であることを感じ
取らせたい。
　インターネットなどを活用して，さまざ
まな国の様子を見せて関心をもたせること
も考えられる。

Let’s Chant：Hello!
　児童とともに挨拶などのジェスチャーを
考えるなどして，楽しく表現に慣れ親しま
せたい。慣れてきたら，ペアで活動させた
り自分たちの名前に置き換えて言わせたり
して，意欲を高めたい。

Let’s Watch and Think
① Finland フィンランド：Terve.（テルヴェ）
② China 中国：你好。（ニーハオ）
③Germany ドイツ：Guten Tag.（グーデンターク）
④ Japan 日本：こんにちは。
⑤Kenya ケニア：Jambo.（ジャンボ）
⑥ India インド： （ナマステ）
⑦Korea 韓国： .（アンニョンハセヨ）
⑧ America アメリカ：Hello.  
⑨ Australia オーストラリア：Hello.

Let’s Chant：Hello!
Hello, （hello,） hello, I’m Emily. 
Hi, （hi,） hi, I’m Takeru.
Let’s, let’s, let’s be friends!

● 小学校中学年における外国語活動の指導のポイン
ト
　平成20年度告示の学習指導要領において，それ
までの総合的な学習の時間に実施されていたいわゆ
る英語活動の成果と課題を踏まえ，外国語活動が高
学年に年間35時数程度，導入されることになった。
21年度からの移行期を経て，23年度より学習指導
要領が全面実施となり，小学校の学級担任が中心と
なって，ALT等の外部人材も活用しながら，各校
で外国語活動に取り組んできた。
　そして，平成29年３月告示の新学習指導要領に
おいて，その外国語活動の成果と課題を踏まえ，グ
ローバル化に対応した英語教育改革の一環として，
中学年に外国語活動が導入された。
　これまでの外国語活動と趣旨が大きく変わるわけ
ではなく，新学習指導要領に示されたとおり，コミ
ュニケーションを図る素地となる資質・能力の育成
が目標である。「聞くこと」「話すこと（やり取り）」
「話すこと（発表）」の三領域における言語活動を通
して，その目標を達成しようというものである。
（続きは７ページへ）
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Activity

●あいさつをした友だちに名前を書いてもらおう。
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Let’s Listen

音声を聞き，国旗と世界の子供たちとを線
で結ぶ。

　登場人物が自国の言語と英語で挨拶する
音声を聞き，どの国かを考えさせる活動。
前時に視聴しているため，人物を見てあら
かじめ予想させる。それを確かめるため
に，さらに音声を聞く必然性が高まり，児
童も集中して聞くであろう。
　外国の人名は聞き慣れない音だと思われ
るので，ここでは，正確に聞き取ることを
ねらってはいない。自分の名前を言う表現
を知るとともに，一人一人がさまざまな思
いを込めて付けられた名前をもっている大
切な存在であることを感じさせたい。

Activity

ペアになって挨拶し，名前を言い合う。

　指導者や友達と実際に挨拶を交わし，名
前を言い合う活動。ふだん共に生活してい
る仲間であるが，英語で挨拶をしたり自分
の名前を言ったりすることで，児童にとっ
ては新鮮な経験となるであろう。人と関わ
り，コミュニケーションを図ることの楽し
さを改めて実感させる機会としたい。
　児童の実態に応じて，自分の名前やイラ
ストなどを書いた名刺サイズのカードなど
を作成し，挨拶の際に交換させることも考
えられる。

　言葉を使うことで慣れ親しませる
　子供の言語の獲得については，「言語使
用を通して言語獲得」と言われる。言語の
規則を明示的に教わり，その規則を運用で
きるよう訓練をする方法もあるが，児童期
にはそれはあまり向いていないように思わ
れる。そこで，聞く機会をたくさん与え，
先述したように推測させ，言葉を果敢に使
わせる機会を与えて，指導者や友達とやり
取りをさせることが大切である。
　このことは，新学習指導要領においても
「実際に英語を用いた言語活動を通して，
次の事項を体験的に身に付けることができ
るように指導する。」と記載されているこ
とと一致する。
　また，言語活動の際には，コミュニケー
ションを図る目的意識，相手意識をもたせ
ることが大切であることは言うまでもな
い。
　指導者は，英語を使おうとするモデル
になる
　授業で，児童ができるだけ英語を使った
言語活動を行うためには，指導者も積極的
に英語を使いたいものである。また，外国
語活動においては，指導者は何より英語を
使おうとするモデルでもある。指導者が英
語が苦手だからと距離を置くと，児童も距
離を置いてしまうかもしれない。「先生は，
デジタル教材のような発音ではないけれ
ど，ALTの先生のようにすらすらと英語
を話さないけれど，英語から逃げていない
よ，何とかして自分の思いや考えを伝える
よ」という英語を使おうとする心強い指導
者をモデルに，児童も「よし，やってみよ
う」と思うのではないだろうか。
　指導者が英語を使う際の留意点
　指導者が英語を使う際には，ジェスチャ
ーを付け，顔や声の表情の豊かさを心掛け
たい。これらは，児童にとっては，不慣れ
な英語を理解する大きな手助けとなるから
である。また，具体物や半具体物なども使
いながら繰り返すことも大切である。

Let’s Listen
1 Hello.  I’m Olivia.  I’m from America.
2 Jambo.  Hello.  I’m Jomo.  I’m from Kenya.
3  .（アンニョンハセヨ）  Hello.  I’m 

To-yun.  I’m from Korea.
4  （ナマステ）  Hello.  I’m Anita.  I’m 

from India.
5  Guten Tag.  Hello.  I’m Leon.  I’m from 

Germany.
6  你好。（ニーハオ）  I’m Shin-han.  I’m from 

China.

スクリプト

指導者の表現例

（５ページの続き）
　ただ，高学年の外国語活動の趣旨と大きく変わる
ものではないとはいえ，やはり学習者が中学年であ
ることから，扱う題材や活動は児童の実態に合わせ
たものにする必要がある。
　ところで，このコラムでは，中学年外国語活動の
指導のポイントを，活動，指導者が使う英語表現に
絞って記すことにするが，その多くは高学年外国語
科の指導のポイントに通じると思われる。
　扱う語彙や表現が聞いたり話したりされる必然
性のある場面を設定する
　児童が新しく出会う語彙や表現の意味を安易に日
本語で与えるのではなく，それらが使われる必然性
のある場面の中で，それらが使われる様子を繰り返
し見たり聞いたりすることで，児童に，それらの意
味を推測させるようにする。そこで，本教材では，
Let’s Watch and Thinkという活動を各単元に設
定し，映像資料の視聴を通して，児童が推測し，思
考を働かせることをねらいとしている。
　また，この活動を参考に，学級の実態により応じ
た場面設定をすることも大切である。

授業の開始や終了などで使う表現
例を紹介しています。

Let’s start our English class.

（英語の授業を始めましょう。）
That’s all for today. 

（今日の授業はこれで終わりです。）
Stand up, please.

（立ちましょう。）
Sit down, please. 

（座りましょう。）
Good morning, everyone.

（皆さん，おはようございます。）
See you ［next time / next week］.
（また［次回／来週］会いましょう。）

6 7

SAMPLE


